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更
新

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

『
平
家
物
語
』
と
い
う
作
品
名
を
聞
い
て
、
卷
第
一
冒
頭
書
き
出
し
の
「
祇
園
精
舎
乃
鐘
の
聲
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
。

娑
羅
雙
樹
の
花
乃
色
、
盛
者
必
衰
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
ハ
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
只
春
乃
夜
の
夢
乃
ご
と
し
。

…
…
」
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
人
は
い
ま
い
。
琵
琶
法
師
に
よ
る
「
平
曲
」
と
い
う
語
り
の
世
界
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、

や
が
て
は
書
物
の
形
態
と
な
っ
て
読
み
本
系
そ
し
て
流
布
本
へ
と
傾

倒
し
て
い
く
軍
記
物
語
と
い
う
作
品
群
に
位
置
す
る
。
こ
の
資
料
と

し
て
、
覺
一
本
『
平
家
物
語
』
〔
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所

蔵
〕
と
い
う
漢
字
平
仮
名
文
の
作
品
が
最
も
良
く
目
に
す
る
資
料
で

あ
ろ
う
。

○
漢
字
表
記

祇
園
精
舎
／
鐘
／
聲
／
諸
行
無
常
／
響
／
娑
羅
雙
樹
／
花
／
色
／
盛

者
必
衰
／
人
／
久
／
只
／
春
／
夜
／
夢
／

○
仮
名
表
記

乃
／
の
／
の
あ
り
／
の
／
乃
／
の
／
こ
と
は
り
／
を
／
あ
ら
ハ
す
／

お
こ
れ
る
／
も
／
…
し
か
ら
／
す
／
乃
／
の
／
乃
／
こ
と
し
／
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漢
字
表
記
は
、
和
語
及
び
漢
語
両
用
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
資
料
か
ら
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
、
真
名
本
と
呼
ば
れ
る
系
統
の
『
平
家
物
語
』
が
知
ら
れ
る
。
真
名
本
『
平
家
物
語
』
は
、
国
語
史
資
料

と
し
て
多
く
の
こ
と
ば
事
象
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
諸
本
と
し
て
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
熱
田
本
『
平
家
物
語
』
、

彰
考
館
南
都
本
『
平
家
物
語
』
、
京
都
大
学
蔵
平
松
家
本
『
平
家
物
語
』
等
が
知
ら
れ
る
。

※
伴
信
友
翁
蔵
書
、
古
本
『
平

家
物
語
』
卷
第
一
「
四
部
合

戰
状
第
三
番
闘
諍
／
并
序
」

の
資
料

祇
薗
精
舎
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※
京
都
大
学
蔵
平
松
家
本
『
平
家
物
語
』

卷
第
一
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

祇
園
精
舎

そ
の
一
つ
で
あ
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
〔
全
六
卷
十
二
帖
〕
を
基
盤
に
そ
の
こ
と
ば
の
特
徴
を
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学
習
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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○
ま
ず
、
覺
一
本
の
平
仮
名
表
記
部
分
を
カ
タ
カ
ナ
小
書
き
に
し
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
「
こ
と
は
り
」
→
「
理

ヲ

」
／
「
あ
ら
ハ
す
」
→
「
顕

ス

」
／
「
お
こ
れ
る
」
→
「
驕

レ
ル

」
と
和
語
仮
名
表
記
の
こ

リ

と
ば
を
漢
字
表
記
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

三
番
目
と
し
て
、「
必
衰
」「
滅

ヌ

」「

訪

」「
秦

ノ

趙
高
」「
漢

ノ

王
莽
」「
梁

ノ

周
異
」「
唐

ノ

禄
山
」「
舊
主
」「
先
皇

ノ

」

ヒ
ツ
ス
イ

ホ
ロ
ヒ

ト
フ
ラ
ヘ
ハ

シ
ン

テ
ウ

カ
ン

マ
ウ

リ
ヤ
ウ

シ

ウ

イ

ロ
ク

キ
ウ
シ
ユ

ク
ワ
ウ

「

務
ニ
モ

」
「
不
レ

従
カ
ハ

」
「
民
間

ノ

愁
」
「
承
平

ノ

将
門
」
「
純
友
」
「
康
和

ノ

義
親
」
「
信
頼
」
「
驕

ル

」
「
猛

キ

」
「
取
々

ニ
コ
ソ

」

マ
ツ
リ
コ
ト

ズ

シ
タ

ミ
ン
カ
ン

ウ
レ
ヒ

セ
ウ

マ
サ

ス
ミ

カ

ウ

ワ

ギ

シ

ン

シ
ン
ラ
イ

ヲ
コ
レ

タ
ケ

ト
リ

「
遂

ニ

」
「
滅

ニ
キ

」
「

詐
一
ト

」
「
哉
」
「
王
麗

ナ
ル

」
「
猶
」
「

況

」
「

爭

」
「
慎

マ

」
の
よ
う
な
漢
字
表
記
語
に
傍
訓
が
所
々

ツ
イ

ホ
ロ
ヒ

イ
ツ
ハ
ル

カ

レ
イ

ナ
ヲ

イ
ハ
ン
ヤ

イ
カ
テ
カ

ツ
ヽ
シ

に
見
え
て
い
る
。

四
番
目
に
、
漢
字
の
傍
ら
に
声
点
を
付
載
す
る
。
「
秦
」
に
［
平
声
］
「
趙
」
に
［
去
声
］
。
「
舊
」
に
［
去
声
］
。

延
慶
本
の
文
字
研
究
資
料
に
つ
い
て
は
、
『
漢
字
百
科
大
事
典
』(

明
治
書
院
、
平
成
八
年
刊)

に
、
白
百
合
女
子
大
学

教
授
の
山
本
真
吾
さ
ん
が
一
〇
『
平
家
物
語
』
の
異
体
字(

三
二
七
～
三
四
六
頁)

に
正
体
字
と
異
体
字
と
を
対
比
さ
せ
、

且
つ
、
認
定
の
所
據
と
し
て
、
『
干
禄
字
書
』(
杉
本
つ
と
む
『
改
訂
増
補
漢
字
入
門
『
干
禄
字
書
』
と
そ
の
考
察
』
影
印

資
料
付(

昭
和
六
十
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
刊)

)
・
觀
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』(

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第

三
十
二
卷
、
昭
和
五
十
一
年
、
八
木
書
店
刊
及
び
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
、
風
間
書
房
刊)

な
ど
を
以
て
記
載
し
て
い
る
。

こ
れ
に
見
え
な
い
異
体
字
表
記
と
し
て
、
「
聞
」
文
字
表
記
が
あ
り
、
私
が
駒
澤
國
文
第
四
十
二
号
に
「
延
慶
本
『
平
家

物
語
』
に
お
け
る
「
聞
」
文
字
仕
様
に
つ
い
て
」
〔
一
八
五
頁
～
二
三
四
頁
〕
と
題
し
て
、
平
成
十
七
年
三
月
に
発
表
し

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
先
行
資
料
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０
，
延
慶
本
平
家
物
語
傍
訓
索
引
／
出
版,

[
1
9
6
1
.
2
]

／
形
態
事
項:
;

／B
1

和9
1
3
.
4
3
/
3
5

禁
帯
出

112
p

29
cm

１
，
平
家
物
語
に
つ
い
て

:

応
永
書
写
延
慶
本

／
富
倉
徳
次
郎
講
述
／
出
版:

東
京

:

大
東
急
記
念
文
庫

,
1
9
6
1
.
5

／
形
態
事
項:

,

図
版

枚

;

／
本
学
図
書
館
請
求
番
号H

0
3
1
/
6
7
-
5
2

24
p

2

21
cm

２
，
平
家
物
語

:

應
永
書
冩
延
慶
本

／

吉
澤
義
則
校
註
／
出
版:

東
京

:

白
帝
社

,
1
9
6
1
.
7

／
形
態
事
項:

1
0
9
2

p
;

／
国
文
備
付H

6
1
2
.
3
/
1
0
9

22
cm

３
，
平
家
物
語

:

応
永
書
写
延
慶
本

／

吉
沢
義
則
校
註
／
出
版:

東
京

:

白
帝
社

,
1
9
7
3
.
1

／
形
態
事
項:

1
0
9
2

p
;

／
注
記:

久
原
文
庫
蔵
応
永
書
写
を
翻
刻
し
た
も
の
／
注
記:

昭
和

年
刊
の
再
版

／H
6
1
2
.
3
/
1
0
9

・

22
cm

10

A

B

４
，
延
慶
本
平
家
物
語

／
出
版:

東
京

:

古
典
研
究
会

,
1
9
6
4
-
1
9
6
5

／
形
態
事
項:

四
冊

;

㎝

／
巻
次
等:

22

第
一
巻

巻
次
等:

第
二
巻

巻
次
等:

第
三
巻

巻
次
等:

別
冊
付
録

／
そ
の
他
の
標
題:

V
T
:

平
家
物
語

:

延
慶
本
注

記:

大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵

影
印
版

／
注
記:

別
冊
付
録:

延
慶
本
平
家
物
語
解
説
・
対
校
正
表(

伊
地
知
鉄
男
編
著)

／H
6
1
2
.
3
/
7
8
-
1

・

・

・
国
文
備
付

A

B

C

５
，
平
家
物
語

:

延
慶
本
／
出
版
・
頒
布
事
項:

[

東
京]

:

大
東
急
記
念
文
庫

／
出
版:

東
京

:

汲
古
書
院

(

発
売)

,
1
9
8
2
-
1
9
8
3

／
形
態
事
項:

六
冊

;

㎝

／H
6
1
2
.
3
/
1
8
1
-

一
～
六

27

６
，
平
家
物
語

:

延
慶
本

:

重
要
文
化
財

／

島
津
忠
夫
責
任
編
集
／
出
版:

[

東
京]

:

大
東
急
記
念
文
庫
／

:

汲

古
書
院

(

発
売)

,
2
0
0
6
.
5
-

／
形
態
事
項:

冊

;

㎝

／
２

・0
8
1
/
8
7
-
2
0
/

27

F

1

７
，
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語

／

栃
木
孝
惟,

谷
口
耕
一
編

／
出
版:

東
京

:

汲
古
書
院

,
2
0
0
0
.
3
-

／
形
態
事
項:

冊

;

㎝
21

８
，
延
慶
本
平
家
物
語

／

北
原
保
雄,

小
川
栄
一
編

／
出
版:

東
京

:

勉
誠
社

,
1
9
9
0
.
6
-
1
9
9
6
.
2

／
形
態
事
項:

四
冊

:

挿
図

;

㎝

／
４

9
1
3
.
4
3
/
6
4
-
1
/
1
A

22

F

９
，
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈

／

延
慶
本
注
釈
の
会
編
／
出
版:

東
京

:

汲
古
書
院

,
2
0
0
5
.
5
-

／
形
態
事
項:

冊
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;
㎝

／
４

9
1
3
.
4
3
/
1
3
4
-
1

22

F

※
そ
の
他
の
研
究
書
に
つ
い
て
は
記
載
し
な
い
。

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
特
異
な
文
字
解
釈
表
現

○
此
殿
を
平
家
殊
に
悪
み
奉
け
る
事
は
、
大
唐
よ
り
難
字
の
文
を
作
て
公
家
へ
獻
り
た
り
け
り
。
是
を
讀
人
な
か
り
け
る

に
、
此
殿
の
被
讀
た
り
け
り
。
平
家
の
為
に
悪
し
か
り
け
る
故
也
。
先
度
に
文
字
三
あ
り
。
一
つ
に
は
「
國
」
の
作
、
□
。

此
を
ば
「
王
な
き
國
」
と
よ
ま
れ
け
り
。
二
に
は
國
の
作
の
中
に
「
分
」
と
云
字
を
三
書
た
り
、
箏(

□+

分
分
分)

。
此

を
ば
「
國
乱
て
喧
」
と
讀
れ
た
り
。
三
は
／
身
躰
の
身
文
字
を
二
並
て
書
た
り
、
■(

身+

身)

。
此
を
ば
「
し
た
ゝ
め
に

や
ら
む
ぞ
」
と
被
讀
｜

た
り
。
後
の
度
に
は
「
家
中
家
柱
中
柱
、
空
中
七
日
有
否
、
海
中
七
日
有
否
」。
此
の
文
を
も
此
殿

み
給
て
、
脣
を
の
べ
て
咲
て
皆
被
讀
｜

た
り
け
れ
ど
も
、
承
り
け
る
人
々
細
に
覚
ざ
り
け
り
。
「
是
は
平
家
の
悪
行
の
異
国

ま
で
聞
て
、
國
の
主
を
恥
し
め
奉
る
文
な
る
べ
し
」
と
ぞ
、
後
に
は
人
申
し
け
る
。
〔
Ｐ
一
―
六
二
五
、
第
二
本

ウ
⑧

94

～

オ
②
・
一
九
三
頁
～
〕
※
便
宜
上
、
平
仮
名
漢
字
文
に
変
換
し
て
い
る
。

95こ
こ
で
、
『
漢
和
大
辞
典
』
な
ど
に
見
え
な
い
異
体
字
が
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
文
中
で
は
こ
れ
を
「
難

字
」
と
し
て
披
瀝
し
こ
の
譚
は
、
『
古
事
談
』
第
六
ー
二
一
と
共
通
す
る
処
の
後
に
見
え
て
い
る
。

※
箏(

□+

分
分
分)

※
■(

身+

身)

- 8 -

〈
参
考
資
料
〉

※
『
漢
字
百
科

大
事
典
』
異
体

字
表
の
一
部
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今
後
の
課
題

こ
の
中
世
の
国
語
資
料
で
あ
る
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
、
学
問
僧

侶
の
手
に
な
る
資
料
で
あ
り
、
複
数
の
書
写
者
に
よ
っ
て
書
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
、
根
来
寺
を
中
核
と
し
た
本
書
の
書
記
集
団

の
学
識
力
を
知
る
上
か
ら
も
、
一
つ
一
つ
の
語
に
つ
い
て
他
本
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
意
外
と
書
写
状
況
を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
活
字
の
翻
刻
資

料
を
知
ら
ね
ば
成
る
ま
い
。
た
と
え
ば
、
「
國
」
文
字
を
凡
て
「
国
」

に
し
た
り
、
「
讀
」
文
字
を
「
読
」
に
し
た
り
で
あ
る
。
こ
の
資
料
中

に
は
、
「
佛
」
と
「
仏
」
と
両
用
文
字
が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
る
か

ら
統
べ
て
同
じ
表
記
す
る
こ
と
で
見
逃
し
て
し
ま
う
事
柄
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

《
追
記
》
本
学
国
文
科
の
櫻
井
陽
子
さ
ん
は
、「
延
慶
本
平
家
物
語
（
応

永
書
写
本
）
の
本
文
改
編
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
願
立
説
話
よ
り
―
」

〔
「
国
語
と
国
文
学
」
二
〇
〇
二
年
三
月
刊
〕
で
、
延
慶
年
間
に
書
写

さ
れ
た
本
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
延
慶
か
ら
応
永
の
間
に
成
る
覺
一

本
の
本
文
を
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

《
補
訂
追
加
》
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①
畳
字
語
の
表
現

○
朝
夕
は
南
無
慚
愧
懺
悔
六
根
罪
障
と
懺
悔
し
、
心
に
心
を
警
て
、
僅
に
半
日
に
行
き
帰
る
道
な
れ
ど
、
同
處
を
ゆ
行
帰

り
／
＼
、
白
波
さ
ゞ
な
み
凌
ぎ
つ
ゝ
、
漫
々
た
る
蒼
海
に
た
ゞ
よ
ひ
、
塩
風
波
間
の
こ
り
の
水
、
何
度
と
云
数
を
不
知
｜
。

浦
路
濱
路
を
行
時
は
、
鹿
の
瀬
、
藤
代
、
か
ぶ
ら
坂
、
十
条
、
高
原
、
滝
の
尻
と
も
観
念
し
、
石
岸
い
は
ほ
高
く
し
て
、

青
苔
あ
つ
く
む
し
、
万
木
枝
を
ま
じ
へ
て
、
舊
草
道
を
ふ
さ
げ
る
谷
川
も
あ
り
。
〔
第
一
末

オ
②
③
〕

85

○
祭
文
讀
畢
り
に
け
れ
ば
、
い
つ
よ
り
信
心
肝
に
銘
じ
、
五
躰
に
汗
い
よ
だ
ち
て
、
権
現
金
剛
童
子
の
御
影
嚮
、
忽
に
あ

る
心
地
し
て
、
山
風
す
ご
く
吹
き
を
ろ
し
、
木
々
の
梢
も
さ
だ
か
な
ら
ず
、
木
の
葉
か
つ
ち
り
け
る
に
、
な
ら
の
葉
の
二
、

康
頼
入
道
が
膝
に
散
り
か
ゝ
り
た
り
け
る
が
、
虫
の
く
ひ
た
る
姿
に
て
、
あ
や
し
か
り
け
れ
ば
、
入
道
是
を
取
て
打
返
し

／
＼
よ
く
／
＼
み
る
に
、
文
字
の
躰
に
ぞ
見
な
ひ
た
る
。
Ｐ
１
３
８
６
〔
卷
二
、
第
一
末

ウ
・

頁
〕

91

408

○
宗
と
の
者
共
は
、
栗
濱
の
御
崎
に
有
け
る
舩
共
に
は
い
の
り
／
＼
、
安
房
の
方
へ
ぞ
趣
け
る
。
大
介
が
輿
は
雜
色
共
の

舁
た
り
け
る
が
、
敵
近
く
責
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
輿
を
も
捨
て
ゝ
逃
に
け
り
。
近
く
付
仕
け
る
女
一
人
ぞ
付
た
り
け
る
。〔
第

二
末

オ
⑥
〕

73

○
實
語
教
一
卷
、
是
即
山
僧
經
也
。
仍
陀
羅
尼
品
云
く
、
奄
、
山
法
師
、
は
ら
ぐ
ろ
／
＼
、
よ
く
ぶ
か
／
＼
、
は
ぢ
な
や
、

そ
は
か
」
と
ぞ
書
た
り
け
る
。
〔
第
二
卷
・
第
二
中

オ
・

頁
〕

49

317

②
《
名
跡
》

○
聖
武
天
皇
の
書
置
せ
給
け
る
東
大
寺
の
碑
文
に
云
、
「
吾
寺
興
複
、
天
下
興
複
。
吾
寺
衰
微
、
天
下
衰
微
」
と
云
云
。

〔
第
二
末

ウ
〕

114

○
縱
一
丈
二
丈
の
木
な
り
と
も
、
油
黄
嶋
に
て
漫
々
た
る
海
に
入
れ
た
ら
む
が
、
新
羅
、
高
麗
、
百
濟
、
鷄
旦
へ
も
ゆ
ら

れ
ゆ
か
で
、
安
藝
國
、
又
新
宮
ま
で
よ
る
べ
し
や
は
。〔
卷
二
、
第
一
末

ウ
・

頁
⑧
〕
※
朝
鮮
半
島
の
諸
國
名
を
列
挙
す
る
が
、「
鷄

94

414

旦
」
は
、「
契
丹
」
の
こ
と
歟
。


